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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　横移動用装置を備えた移動式要素またはユニット（３）であって、
　枠（２）に関節接続された作動ペダル（１）と、
　前記作動ペダル（１）に対して取り付けられたプーリ（１．２）と、を備え、
　前記プーリ（１．２）は、前記ペダル（１）を作動させるとガイド（４）に沿って移動
し、前記プーリ（１．２）の移動により、前記ガイド（４）および前記ガイド（４）に取
り付けられた車輪（５）が、前記枠（２）に対して鉛直方向に引っ張られ、
　非作動位置では、すなわちペダル（１）を作動させていない場合、前記車輪（５）は、
当該移動式ユニット（３）が載っている面（６）から浮上し、当該移動式ユニット（３）
はそれ自体の支持部（３．１、３．２）によって支持されている、移動式要素またはユニ
ット（３）。
【請求項２】
　前記枠（２）は当該移動式要素またはユニット（３）に連結されている、請求項１に記
載の移動式要素またはユニット（３）。
【請求項３】
　前記プーリ（１．２）は、前記ペダル（１）を作動させると前記ガイドに沿って移動し
、それにより、前記ペダル（１）の関節部（１．１）に対するプーリ（１．２）の距離を
維持するために、前記ガイド（４）は下方に移動し、その結果、前記ガイド（４）に接合
されている前記車輪（５）を移動させる、請求項１に記載の移動式要素またはユニット（
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３）。
【請求項４】
　前記車輪（５）が当該移動式ユニット（３）が載っている前記面（６）に接触すると、
当該移動式ユニット（３）が載っている前記面（６）が前記車輪（５）にもたらす反作用
の力により上方に移動する、請求項３に記載の移動式要素またはユニット（３）。
【請求項５】
　当該移動式ユニット（３）の前記支持部（３．１、３．２）は、２つの後輪（３．１）
および２つの前案内輪（３．２）である、請求項１に記載の移動式要素またはユニット（
３）。
【請求項６】
　当該移動式ユニット（３）の前案内輪（３．２）および当該横移動用装置の前記車輪（
５）の上に載る、請求項３に記載の移動式要素またはユニット（３）。
【請求項７】
　当該横移動用装置の前記車輪（５）の回転軸（５．１）は、当該移動式ユニット（３）
の後輪（３．１）の回転軸（３．１．１）に対して垂直であり、それにより、当該移動式
ユニット（３）の横方向の移動、すなわち、当該移動式ユニット（３）の前記後輪（３．
１）の前進方向に対して垂直な方向の移動が可能になる、請求項４に記載の移動式要素ま
たはユニット（３）。
【請求項８】
　１組の可搬式Ｘ線機器を搬送する、請求項５に記載の移動式要素またはユニット（３）
。
【請求項９】
　当該横移動用装置の前記車輪（５）は、前記枠（２）に設けられている溝（２．２）に
よって案内される支持部（５．２）を備えている、請求項１に記載の移動式要素またはユ
ニット（３）。
【請求項１０】
　前記ペダル（１）は、前記枠（２）に設けられている止め具（２．１）と接触する、請
求項１に記載の移動式要素またはユニット（３）。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、横移動用装置を備えた移動式要素またはユニットであって、前記装置に取り
付けられている１組の可搬式Ｘ線機器等の要素が横方向に移動するのを可能にするように
設計されている。
【０００２】
　本横移動用装置を備えた移動式要素またはユニットは、その特別な構成により、横移動
用装置が取り付けられている要素の移動方向の転換を可能にする。
【背景技術】
【０００３】
　移動式ユニットは、最先端技術において既知であり、関節式前輪の配置と前輪によって
設定される方向に従う１組の後輪とを備えた移動式台からなる、電子医学、様々な治療お
よび看護等の様々な用途のために使用されている。
【０００４】
　これらの移動式台は、１つの場所から別の場所へ狭い空間を通って移動させる必要があ
る重量機器を支持し、そうした重量機器は、特に移動式ユニットを後輪の方向に対して横
切る方向に移動させる必要がある場合に移動式台の移動を妨げる。
【０００５】
　本発明は、横移動用装置を備えた移動式要素またはユニットであって、移動式ユニット
の後輪によって画定される方向に対して横切る方向の移動式ユニットの移動を可能にする
、横移動用装置を備えた移動式要素またはユニットを提供することによって、先の不都合
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を解決する。
【０００６】
　最先端技術において、横移動用の種々の装置が知られており、特許文献１の特許には、
調整可能な車輪アセンブリを有する可搬式バスケットボール・ゴール・システムが開示さ
れている。可搬式バスケットボール・ゴール・システムは、剛性のポール、支持基部、調
整可能車輪アセンブリおよび係合部材を備えることができる。支持基部は、全体的に高い
位置に剛性のポールを保持するように構成されている。調整可能な車輪アセンブリは、支
持基部に接続されており、係合位置および係合解除位置を有している。係合位置では、車
輪アセンブリは、競技面と支持可能に係合する。係合解除位置では、車輪アセンブリは、
競技面と支持可能に係合することができない。調整可能な車輪アセンブリを、支持基部に
摺動可能に結合することができる。調整可能な車輪アセンブリを、カム面に結合された係
合部材によって作動させることができる。カム面は、フォロアと相互作用して、調整可能
な車輪アセンブリを支持可能係合と支持不可能係合との間で遷移させることができる。
【０００７】
　さらに、特許文献２には、積荷を搬送する移動式台が開示されている。
【０００８】
　最後に、特許文献３には、アームを介して荷台の前部に昇降自在に取り付けられるとと
もに、地面に接触すると長手方向を前後に回転するように設計された車輪と、支持アーム
を介して上記アームに昇降自在に取り付けられるとともに、地面に接触すると横方向を左
右に回転するように設計された車輪と、油圧シリンダを介して荷台に取り付けられるとと
もに、シリンダを作用させるポンピングハンドルの回転により方向を変換させることがで
きる後輪とを有するトラックが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】米国特許第６４３２００３号
【特許文献２】仏国特許第１５２６６９４号
【特許文献３】欧州特許出願公開第６２８４６３号
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、横移動用装置を備えた移動式要素またはユニットであって、横移動用装置が
取り付けられている要素の移動方向の転換を可能にするものに関する。
【００１１】
　横移動用装置を備えた移動式要素またはユニットには、前記横移動の枠に対して関節接
続される作動ペダルが設けられている。
【００１２】
　作動ペダルには堅固なプーリ・ホイールが配置されており、それらは、ペダルを作動さ
せるとガイドに沿って移動する。ペダル関節部とプーリ・ホイールとの間の距離によって
、前記ホイールおよびガイドが、横移動用装置の枠に対して垂直方向に変位する。
【００１３】
　さらに、ガイドに車輪が堅固に配置され、車輪は、ペダルの作動による垂直方向の同じ
移動によって影響を受ける。
【００１４】
　横移動用装置の枠は、移動することが望まれる移動式要素またはユニットに取り付けら
れている。
【００１５】
　非作動（ｒｅｓｔｉｎｇ）位置では、すなわちペダルを作動させない場合、車輪は、移
動式ユニットがそれ自体の支持部によって支持されているためその移動式ユニットが載っ
ている面に対して持ち上げられる。
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【００１６】
　ペダルを作動させると、プーリがガイドに沿って移動し、したがって、ペダル関節部に
対するガイドの距離を維持するために、前記ガイドは、下方に移動し、結果としてそれに
取り付けられている車輪を移動させる。
【００１７】
　車輪が、移動式ユニットが載っている面に接触すると、ペダルの作動が続くことにより
、移動式ユニットは、それが載っている面が車輪にもたらす反作用の力のために上方に移
動する。
【発明の効果】
【００１８】
　このように、ここでは、移動式ユニットは、横移動用装置の車輪によって駆動されて、
横方向に移動することができる。
【００１９】
　本記述報告を、本発明の好ましい実施形態を例示する１組の図面によって補足するが、
これに限定されるものではない。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】移動式ユニットに接合された横移動用装置の斜視図である。
【図２】横方向に移動するために装置によって採用される２つの終端位置の直立図であり
、上部は非作動位置にあり、下部ではペダルを作動させている。
【図３】左側は図２の断面ＡＡの図であり右側は図２の断面ＢＢの図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　本発明は、横移動用の装置を備えた移動式要素またはユニットであって、横移動用の装
置が取り付けられている要素の移動方向の転換を可能にするものに関する。
【００２２】
　横移動用装置には、対称的に設けられているそれぞれの関節部（１．１）を介して前記
横移動用装置の枠（２）に関節接続されている作動ペダル（１）が設けられており、横移
動用装置は、可搬式Ｘ線機器を搬送する移動式ユニット（３）に取り付けられている。
【００２３】
　作動ペダル（１）には、ペダルを作動させるとガイド（４）に沿って移動するプーリ（
１．２）が設けられている。ペダルを作動させると、関節部（１．１）とプーリ（１．２
）との間に画定された回転の半径により、プーリが枠（２）に対して垂直方向に移動し、
それにより、ガイド（４）がその方向に引っ張られる。
【００２４】
　さらに、ガイド（４）には車輪（５）が堅固に配置されており、車輪は、ペダル（１）
の作動により垂直方向におけるプーリ（１．２）およびガイド（１．１）と同じ移動によ
って影響を受ける。
【００２５】
　非作動位置、すなわちペダル（１）を作動させない場合、車輪（５）は、移動式ユニッ
トがそれ自体の支持部（３．１、３．２）によって支持されているため、その移動式ユニ
ット（３）が可搬式Ｘ線機器とともに載っている面（６）に対して持ち上げられ、上記支
持部（３．１、３．２）は、好ましい実施形態のこの例では２つの後輪（３．１）および
２つの前案内輪（３．２）である。
【００２６】
　この非作動位置では、ペダル（１）は、前記非作動位置を画定する枠（２）に位置する
止め具（２．１）に接触している。
【００２７】
　横移動用装置の車輪（５）が、移動式ユニットが可搬式Ｘ線機器とともに載っている（
３）面（６）と接触すると、ペダル（１）の作動が続くことにより、移動式ユニット（３
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）および可搬式機器は、前案内輪（３．２）および横移動用装置の車輪（５）の上に載っ
ている移動式ユニット（３）とともに、横移動装置の車輪（５）に対して面（６）がもた
らす反作用の力により上方に移動する。
【００２８】
　横移動用装置の車輪（５）には、支持部（５．２）が設けられており、それは、枠（２
）の垂直移動を容易にする、枠（２）に設けられている溝（２．２）によって案内される
。
【００２９】
　横移動用装置の車輪（５）の回転軸（５．１）は、移動式ユニット（３）の後輪（３．
１）の回転軸（３．１．１）に対して垂直であり、それにより、移動式ユニット（３）お
よび可搬式Ｘ線機器の横方向の移動、すなわち、移動式ユニット（３）の後輪（３．１）
の前進方向に対して垂直な方向の移動が可能になる。
【００３０】
　本発明の本質的な特徴は、非限定的に記載しているその構成要素の材料、形態、寸法お
よび配置のいかなる変形によっても変えられず、これは、専門家がそれを再現するのに十
分である。

【図１】 【図２】
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